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 まず最初に, 本報告は論者が長年続けているロ

シア ・バレエ史研究の一環であり, とくに, これ

までに発表した拙論 「20世紀バ レエの扉を開けた

振付家 ミハイル ・フォーキン」『ロシア文化

研究』第6号(早 稲田大学ロシア文学会 1999年

3月),「 革命後のモダン ・ダンス波-ニ コラ

イ ・フォレッゲルの芸術」 『現代文芸のフロンテ

ィア』(1)(北 海道大学ス ラブ研究 セ ンター

2000年3月),「20世 紀バ レエ演出の先行者アレク

サン ドル ・ゴールスキー」 『ロシア文化研究』第

10号(早 稲 田大学 ロシア文学会 2003年3月), 

「フ ヨー ドル ・ロブホーフのダンスシンフオニー

『宇宙の偉大 さ』」『ロシア文化研究』第11号(早

稲田大学ロシア文学会 2004年 3月),「 カシヤ
ーン ・ゴレイゾーフスキー振付演出 『美 しきヨセ

ブ』」『ロシア文化研究』第13号(早 稲田大学ロシ

ア文学会 2006年 3月 掲載決定)と 並んで, 

20世 紀初頭のロシア ・バ レエのモダニズムを探る

研究の一環 となっていることをお断 りしてお く。

 ロシア ・アヴァンギャル ドの全盛期であった

1920年 代に, 国立ペ トログラー ド・オペラ ・バ レ
エ劇場(現 マリインスキー ・オペラ ・バレエ劇場)

の芸術監督を務めていたフヨー ドル ・ロブホーフ

(1886-1973)は, 1923年 に発表 したベー トーベ

ンの交響 曲第4番 によるバレエ 『宇宙の偉大 さ』

で, 物語をベース とせずに, 音楽の構造を分析 し

て音楽そのものを舞踊 として視覚化する新 しいジ

ャンル,「 ダンスシンフォニー」を誕生させた。

『宇宙の偉大 さ』は不幸にも観客に理解されずに

す ぐにお蔵入 りとなってしまったが(拙 論 「フヨ
ー ドル ・ロブホーフのダンスシンフオニー 『宇宙

の偉大さ』」参照), このジャンルは, 後にロブホ
ーフの作品を踊ったバランシンの数々の名作によ

って,「 シンフオニック ・バ レエ」という名で20

世紀の世界バレエの主要な流れの一つとなったの

である。

 ロシア革命後の新 しい世界にふさわしい新 しい

芸術が求められていたこの時期, 国立のアカデミ
ー劇場は, それまで長年の問築き上げてきた伝統

を守るために, 伝統の今後の発展性を証明する必

要に迫られていた。ダンスシンフォニーも, 20世

紀の新 しいクラシック ・バレエのジャンルとして

考案 されたものだった。

 シンフオニック ・バレエの創作の試みと並んで, 

1920年代にロブホーフが行った実験は, 演劇, 音

楽, 美術, 映画等の他の分野のアヴァンギャル ド

の芸術家達の発見 を, バレエ作品の中に融合 させ

ることだった。このコンセプ トで創作されたのが, 

『プルチネルラ』『氷の乙女』『くるみ割 り人形』

等々である。ここでは, 何枚 ものパネルのみを舞

台装置として, パネルの移動によって空間を変化

させてい く構成主義の美術, ジャズやノイズ ・ミ

ュージック, ダンサーのクラップやせ りふに合わ

せた踊 り, 舞台上で移動する照明, サーカスのよ

うに複雑なアクロバットなどが用いられた。これ

らの演出の手法は, メイエルホリドらの演劇の舞

台や, 小劇場でのダンス公演にまず現れたが, そ

れがアカデ ミー劇場の大作のなかに巧みに活用さ

れたことにより, バレエ演出の伝統 として継承さ

れてゆくことになるのである。本報告では, 1920

年代のロシア ・アヴァンギャル ド芸術家の活動が, 

1930年 代以降消滅していったのに対 し, ロブホー

フがアカデ ミー劇場の活動として, アヴァンギャ

ルドの実験の成果を, ロシア ・バ レエの伝統に組

み入れた意義を考察する。
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